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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, ダムの余水吐などから落下する非常に大きいエネルギをもつ自由落下水脈の落下点における

動水圧の特性を明らかにすると共に水脈落下点における水 クッシ ョンの動水圧減殺効果を解明しようとし

て行なった研究成果をまとめたものである｡

まず, 自由落下水脈の落下衝突点に発生する動水圧について, その圧力変動および最大動水圧の2 大特

性に分けて考察を加えている｡ 前者の圧力変動の解明に当たっては, 周波数分析法を適用して, 水 クッシ

ョンの水深が増大するにつれて, 高周波数成分が減衰して, コレログラムの振巾が次第に大 きく, かつな

めらかになること, さらに人為的に連行空気量を多 くした場合 も同様な現象が生じ水クッション効果が大

きくなること, さらにまたパワースペク トル密度を求めて振動の各周波数へのエネルギ配分を解明して,

それが等方性乱流場の圧力変動の配分形 とよく一致することなどの諸点を, 多 くの実験結果を用いて明ら

かにしている｡ 後者の最大動水圧については, 水クッションの水深 と落下水脈のもつ全水頭 との比が小さ

い問は全水頭 よりも大 きい動水圧を生じやす く, そのピ- クは, (水クッションの水深) / (落下水脈のも

つ全水頭) の値いが0.08-0.10付近であることを実験的に明らかにすると共に, このような高い動水圧の

生じる原因が, 落下水脈中に巻き込まれた気ホウが静水地底に到達して押 し潰されるためであることを,

キャビテーション現象とのアナロジーにより理論的に解明し, その正当性を実験により裏付けている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

高いダムの越流部から落下する自由落下水脈は, 大きいエネルギをもつため落下点において, 強 く激し

い動水圧を発生すると共に堤体ならびにその周辺構造物に振動を与え悪影響を及ぼすことになる｡ ダムが

大型化してきた今 日, この動水圧やそれによって発生する振動を減殺することが益々重要視されるように

なっている｡

著者はこのような点に着 目して本研究を行なっているが, 研究成果の主なものは, つぎのとおりである｡
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まず最初に, 自由落下水脈の落下点に生じる動水圧の特性として, (1) 圧力変動, (2) 最大動水圧の二

つを考慮しなければならないことを示し, つぎに第 1 の特性である圧力変動についての解析に当たり周波

数分析法を適用して,(i) 水クッションの水深が増大するにつれて高周波数成分が減衰して, コレログラ

ムの振巾が次第に大きくかつなめらかになる｡(ii) 人為的に連行空気量を多 くした場合も(i)項で述べたと

同様の現象が生じ水クッション効果が大きくなる｡ (iii) /り - スペクトル密度を求めて振動の各周波数へ

のエネルギ配分を解明して, それが等方性乱流場における圧力変動の配分形と一よく一致する, などの諸点

を多 くの実験結果をも援用して明らかにしている｡ つぎに第2の特性である最大動水圧については, 水ク

ッションの水深と落下水脈のもつ全水頭 との比が小さい間は全水頭よりも大きい動水圧を生じやす く, そ

のピークは上記の比が0.08-0.10付近であることを明らかにすると共に, このような高い動水圧の生じる

原因が, 水脈中に巻き込まれた気ホウが静水池底に到達して押し潰されるためであることを, キャビテー

ション現象とのアナロジーにより理論的に解明し, また実験結果からも実証している｡

以上のように著者の研究は, 自由落下水脈の落下ノ酎こ生じる動水圧の発生機構を明らかにすると共に水

クッションによる動水圧減殺効果を解明したものであって, 水理学およびダム工学上に貢献するところが

大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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